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令和８年度政府予算編成に関する提案・要望

国にお願いすること国にお願いすること国にお願いすること国にお願いすること

【担当部署】 奈良県市長会・奈良県町村会
○『大和川流域治水整備事業』による立野・藤井地区河道掘削、遊水地事業及び佐保川改修をはじめとする大和川中流部の治水対策の着実な推進、並びに「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」後における継続的に事業を進めるための予算の確保○気候変動による異常気象等への対応、並びに亀の瀬狭窄部における、南海トラフ地震等に起因する河道閉塞への備えとして、遊水地追加整備（吐田地区）と地下河川の検討も含めた大和川水系河川整備計画の早期見直し○堆積土砂撤去や樹木伐採など河川維持管理の継続的な実施

提案

市町村名：大和郡山市、天理市、三郷町、斑鳩町、安堵町、川西町、王寺町、河合町市町村名：大和郡山市、天理市、三郷町、斑鳩町、安堵町、川西町、王寺町、河合町市町村名：大和郡山市、天理市、三郷町、斑鳩町、安堵町、川西町、王寺町、河合町市町村名：大和郡山市、天理市、三郷町、斑鳩町、安堵町、川西町、王寺町、河合町
＜現状と課題＞

奈良盆地での降雨は放射状に広がる多くの支川が本川である

大和川に集中し、県境の亀の瀬渓谷を経て大阪平野へと流れて

いる。亀の瀬地区の狭窄部により大和川上流部がせき止められ、

急激な水位上昇と内水浸水を起こす特徴がある。

特に昨今は、局地的、記録的な豪雨が多発しており、早急な

災害の事前対策が重要な課題となっている。

また、亀の瀬地区地すべり対策事業は、１／１００確率降雨

時の地下水位を想定し、斜面の安定化を確保するための対策工

事が実施され、平成２２年度までに主な対策工事を完了してい

ただいた。現在は局所的な変異が見られる稲葉山地区において、

引き続き対策工事を実施していただいている。

しかしながら南海トラフ巨大地震や大和川断層等における地

震が想定され、当該地区直上流に位置する当該自治体としては、

強い危機感を持たざるを得ない。

＜大和川流域の特性＞

○三郷町・王寺町は奈良県内の

大和川流域７１２㎢の出口

○奈良県内の支川１５８河川を

合流し大阪へ流れる

○府県境には地すべり地の亀

の瀬地区が存在

これまでの被災状況

遊水地事業計画について

昭和57年 水害浸水した王寺駅前商店街 平成29年台風21号による出水藤井水位10.16ｍ(過去最大)を観測後計測不能
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